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明けましておめでとうございます。読者諸賢は新しい年をどんなお気持ちで迎
えられたでしょうか。まずは今年の皆様のご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。
本誌も本号で 60巻 1号を迎えた。創刊が 1959年 1月だったので，来年には還

暦を迎えることになる。精神科医としての歩みとともに 40数年間，その時代の
流れを映し出した論文を読み続けてきた者には感慨深いものがある。創刊に至る
経緯とその後の展開，今後の目標については巻頭のエディトリアルに簡潔に記さ
れているが，ずっと読み継いでこられた諸賢はどう感じておられるだろうか。日
本の精神医学と医療の発展，国民のメンタルヘルスの向上に本誌が資するよう，
これからも引き続きさまざまな領域に目配せしながら気を引き締めてやっていく
所存である。
本号では尾崎紀夫先生によって，「RDoCプロジェクトの目指す新たな精神医
学診断・評価システム」の特集が組まれた。折しも先の 59巻 11，12号では，旧
くから精神科医が目指す一番の高峰であった統合失調症をあらためて再考すると
いう継往開来的特集が組まれていたので，本号のこの特集は 60巻を迎えて新た
な流れを展望するのに相応しいものになったのではないだろうか。

RDoCプロジェクトについては一部の研究者以外にはまだ馴染みが薄いかもし
れないが，今後の精神医学にとって非常に重要なものである。それは日々診療に
あたっている臨床家にとっても同様である。尾崎先生によると「本プロジェクト
では，さまざまな症状をディメンショナルかつ詳細に評価し，それを遺伝子，分
子，細胞，神経回路などの階層と照合するものであり，本プロジェクトにより，
検査に活用できるバイオマーカー開発，精神障害の病因・病態解明，さらには精
神科領域での個別化医療，の実現が期待されている」。本特集ではこのプロジェ
クトの概念と新たな診断と評価システムの構築に資するいくつかの重要な要素の
先端研究の概要を知ることができる。
さて，本誌でも他の日本語雑誌同様，IF付きの英文誌に押され，投稿原稿の
減少が悩みである。「研究と報告」ではどうしても数値化された量的研究や生物
学的研究，マクロの視点からのものが多くなるが，昔の本誌でしばしばみられた
ような，詳細かつ生き生きとした記述による症例報告も投稿していただければと
思っている。ミクロの視点はけっして小さくはないのである。

J. Lacanの有名な学位論文は 1症例を取り上げただけであるが，その結びで彼
はたしかこう言っている。「本論は 1例に過ぎないと言われるだろうが，精神医
学では深さは広さを包摂する。よって 1例で十分である」と。こうした“気概あ
る論文”の投稿を初夢としたい。 (M.I.)
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